




Author(s)大嶋, 隆一郎; 武藤, 俊介








マル テ ンサ イ ト転 移 の前駆 現 象
















物性研 山 田 安 定
ある種の合金についてよく知られたいわゆる ｢形状記憶効果｣は金属の非拡散変態である｡マル
テンサイト相転移と本質的なっながりがある.形状言己憶効果とは金属に通常の弾性限界以上の応力
を加えて変形させても温度をマルテンサイト変態点以上にあげると,もとの形状にもどることを云
うが,このようなことは変形が欠陥の発生や移動によるとすると理解し難い｡実際は形状記憶合金
では形状変化は単にマルテンサイト双晶の境界移動によってひきおこされている｡従って双晶境界
の分布にある規則性があれば,応力を除去すればもとの形状に復帰することになる｡これを超弾性,
又は擬弾性とよんでいる｡従って形状記憶効果を理解する鍵はこの擬弾性現象を理解することにあ
る｡ ここでは双安定系のゆらぎにもとづくドメイン分布の考えを,マルテンサイトの双晶構造の問
題に適用し,具体的に自由エネルギー汎関数から擬弾性定数を導くことを試みた.
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